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登

場

人

物

表 

  

松

田

星

児
(31)

 
俳

優

志

望

の

駄

菓

子

屋

店

主 

松

田

貴

子
(33)

 

そ

の

妻 

松

田

理

沙
(11)

 

そ

の

娘 

市

田

正

夫
(54)

 

俳

優

仲

間 

脇

田

五

郎
(27)

 

俳

優

仲

間 

市

田

佳

子
(54)

 

市

田

の

妻 

川
田
加
代
子
(53)

 

市

田

の

隣

家

の

主

婦 

三

橋

 

徹
(63)

 

佳

子

の

実

兄 

三

橋

文

江
(59)

 

三

橋

の

妻 

和

尚
(49)

 

近

所

の

寺

の

住

職 

大

将
(53)

 

や

き

と

ん

屋

「

と

ん

平

」

の

主

人 

京

子
(51)

 

大

将

の

妻 

子

供

Ａ 

子

供

Ｂ 

子

供

Ｃ 
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○

夕

焼

け

だ

ん

だ

ん

（

朝

） 

谷

中

銀

座

を

見

下

ろ

す

階

段

。 
出

勤

す

る

勤

め

人

や

学

生

達

が

、

日

暮

里

駅

へ

向

か

っ

て

、

上

が

っ

て

い

く

。 

ノ

ラ

猫

達

が

、

ア

チ

コ

チ

に

置

か

れ

た

エ

サ

皿

に

群

が

っ

て

い

る

。 

 

○

松

田

商

店

・

外

（

朝

） 

商

店

街

の

中

の

古

い

駄

菓

子

屋

。 

シ

ャ

ッ

タ

ー

は

下

り

て

い

る

。 

家

の

裏

手

か

ら

、

松

田

理

沙

(

１

１

)
が

ラ

ン

ド

セ

ル

背

負

っ

て

出

て

く

る

。 

理

沙

「

お

は

よ

う

！

」 

後

か

ら

、

シ

ョ

ル

ダ

ー

バ

ッ

グ

持

っ

た

松

田

星

児

(

３

１

)

が

出

て

き

て

、 

星

児

「

理

沙

。

忘

れ

て

る

ぞ

」 

星

児

、

ア

ル

ト

リ

コ

ー

ダ

ー

を

差

し

出

す

。 

理

沙

、

ム

ッ

と

し

た

顔

で

引

っ

た

く

り

、

さ

っ 

さ

と

歩

き

去

る

。 

星

児

「（

そ

の

背

に

）

あ

り

が

と

う

ぐ

ら

い

言

え

よ

」 
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と

、

松

田

貴

子

(

３

３

)

、

出

て

き

て

、 

貴

子

「

星

ち

ゃ

ん

、

お

昼

代

」 

貴

子

、

千

円

札

一

枚

差

し

出

す

。 

星

児

「

悪

ィ

…

（

と

、

受

け

取

り

）」 

貴

子

「

終

わ

っ

た

ら

、

電

話

ち

ょ

う

だ

い

？

」 

星

児

「

う

ん

。

そ

れ

よ

り

、

昨

夜

、

何

か

あ

っ

た

？

」 

貴

子

「

何

か

っ

て

？

」 

星

児

「

理

沙

の

奴

、

今

朝

か

ら

、

妙

に

機

嫌

悪

い

ぞ

」 

貴

子

「

…

あ

あ

、

大

し

た

こ

と

じ

ゃ

な

い

の

。

気

に

し

な

い

で

。

も

う

遅

い

よ

。

行

っ

て

ら

っ

し

ゃ

い

」 

星

児

「

そ

う

？

 

じ

ゃ

、

ま

、

行

っ

て

く

る

…

」 

星

児

、

慌

て

て

駅

方

面

へ

駆

け

出

す

。 

貴

子

、

星

児

を

見

送

っ

て

家

に

戻

る

。 

 

○

電

車

の

中

（

朝

） 

星

児

、

ド

ア

前

に

立

ち

台

本

を

捲

っ

て

い

る

。 

小

声

で

セ

リ

フ

を

唱

え

て

い

る

。 

五

郎

の

声

「

ど

し

た

ん

ス

か

？

 

元

気

な

い

な

…

」 

市

田

の

声

「

俺

な

…

も

う

、

や

め

る

わ

…

」 
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○

撮

影

所

・

控

え

室 

椅

子

に

座

り

、

ス

マ

ホ

ゲ

ー

ム

機

を

手

に

し

た

星

児

と

脇

田

五

郎

(

２

７

)

が

、

横

で

じ

っ

と

俯

く

市

田

正

夫

(

５

４

)

を

振

り

返

っ

て

い

る

。 

周

り

に

は

、

待

機

中

の

エ

キ

ス

ト

ラ

達

。 

五

郎

「

市

田

さ

ん

…

」 

市

田

「

お

前

ら

は

、

若

い

か

ら

い

い

け

ど

よ

、

俺

、 

考

え

た

ら

、

も

う

五

十

四

だ

し

な

…

」 

星

児

「

ら

し

く

な

い

な

。

す

ま

け

い

が

脚

光

浴

び

た 

の

五

十

過

ぎ

だ

っ

て

、

市

田

さ

ん

、

い

つ

も

…

」 

五

郎

「

そ

う

、

そ

う

。

綾

小

路

き

み

ま

ろ

だ

っ

て

、 

ブ

レ

ー

ク

し

た

の

五

十

代

だ

し

よ

っ

て

…

」 

市

田

「

…

も

う

、

ダ

メ

だ

よ

」 

星

児

「

何

か

、

あ

っ

た

ん

で

す

か

…

？

」 

と

、

ド

ア

が

開

き

、

助

監

督

が

顔

を

出

し

、 

助

監

督

「

じ

ゃ

、

順

番

に

メ

イ

ク

室

入

っ

て

下

さ

い

」 

皆

、

席

を

立

ち

、

ぞ

ろ

ぞ

ろ

出

て

行

く

。 

 

○

同

・

ス

タ

ジ

オ 

ゾ

ン

ビ

達

が

、

た

む

ろ

し

て

い

る

。 
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ゾ

ン

ビ

メ

イ

ク

の

星

児

、

五

郎

、

市

田

。 

星

児

「

他

に

い

ね

え

か

、

他

に

…

」 

五

郎

「

他

に

…

あ

、

徳

川

家

康

は

？

」 

星

児

「

家

康

！
 

そ

う

だ

、

家

康

な

ん

て

、

幕

府

開 

い

た

の

、

還

暦

す

ぎ

て

か

ら

で

す

よ

？

」 

市

田

「

限

界

だ

よ

。

そ

や

っ

て

遅

咲

き

の

有

名

人

に 

縋

っ

て

な

、

自

分

ご

ま

か

し

て

生

き

ん

の

は

…

」 

言

葉

を

失

う

星

児

、

五

郎

。 

助

監

督

「

じ

ゃ

、

本

番

行

き

ま

す

、

よ

ー

い

…

」 

カ

チ

ン

コ

と

同

時

に

、

主

演

俳

優

、

走

る

。 

ゾ

ン

ビ

達

、

次

々

、

切

り

倒

さ

れ

、

星

児

、

五

郎

、

市

田

ら

も

呻

き

も

が

き

苦

し

む

。 

 

○

同

・

外 

星

児

、

五

郎

、

市

田

、

歩

い

て

く

る

。 

五

郎

「

最

近

、

こ

ん

な

仕

事

ば

っ

か

だ

わ

…

」 

星

児

「

は

い

、

今

、

現

場

終

わ

り

ま

し

た

。

お

疲

れ 

様

で

す

…

（

切

ら

れ

そ

う

に

な

り

）

あ

の

、

す

い

ま

せ

ん

…

次

の

仕

事

と

か

っ

て

…

で

す

よ

ね

え

…

い

え

…

で

も

、

何

で

も

や

り

ま

す

か

ら

、

は

い

、
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何

か

あ

っ

た

ら

…

ぜ

ひ

、

は

い

、

ど

う

も

…

」 

星

児

、

ス

マ

ホ

、

切

っ

て

た

め

息

。 

五

郎

「

そ

ろ

そ

ろ

、

事

務

所

、

ク

ビ

っ

ス

か

ね

え

…

」 

星

児

「（

あ

り

え

る

け

ど

）

ま

さ

か

…

」 

市

田

が

い

な

い

の

で

、

星

児

、

振

り

返

る

。 

市

田

、

俯

い

て

、

突

っ

立

っ

て

い

る

。 

星

児

「

…

市

田

さ

ん

？

」 

五

郎

「

久

し

ぶ

り

に

、

飲

ん

で

帰

り

ま

す

か

？

」 

星

児

「

奥

さ

ん

、

体

調

悪

い

ん

だ

か

ら

」 

五

郎

「

あ

、

そ

っ

か

、

じ

ゃ

、

帰

ん

な

き

ゃ

ね

…

」 

市

田

「

動

か

な

い

ん

だ

」 

星

児

「

は

…

？

 

何

が

で

す

か

？

」 

市

田

「

あ

い

つ

、

朝

、

息

し

て

な

く

て

…

触

っ

て

み

た

ら

、

冷

た

か

っ

た

…

」 

星

児

「

え

え

…

！

」 

五

郎

「

そ

れ

っ

て

、

ま

さ

か

…

」 

市

田

「

何

か

、

恐

く

て

…

そ

の

ま

ま

、

今

日

、

こ

の

現

場

に

来

ち

ま

っ

た

ん

だ

け

ど

…

」 

星

児

「

救

急

車

、

呼

ば

な

か

っ

た

の

！

」 

五

郎

「

ダ

メ

で

す

よ

！

 

何

や

っ

て

ん

の

！

」 
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星

児

「

ち

ょ

、

と

に

か

く

、

行

き

ま

し

ょ

う

！

」 

星

児

と

五

郎

、

市

田

を

連

れ

て

走

り

出

す

。 

 

○

都

営

ア

パ

ー

ト

・

外

（

夕

） 

年

季

の

入

っ

た

集

合

団

地

。 

 

○

同

・

市

田

家

・

玄

関

（

夕

） 

や

つ

れ

た

白

い

顔

の

市

田

佳

子

(

５

４

)

と

買

い

物

袋

提

げ

た

川

田

加

代

子

(
６

０

)

。 

加

代

子

、

佳

子

の

持

っ

て

い

る

ビ

ニ

ー

ル

袋

に

ジ

ャ

ガ

イ

モ

や

肉

な

ど

を

入

れ

る

。 

佳

子

「

ご

め

ん

ね

。

買

い

物

な

ん

て

頼

ん

じ

ゃ

っ

て

」 

加

代

子

「

い

い

の

よ

。

体

、

無

理

し

ち

ゃ

ダ

メ

よ

？ 

は

い

。

じ

ゃ

、

こ

れ

、

お

釣

り

ね

…

」 

佳

子

「

そ

れ

、

と

っ

と

い

て

」 

加

代

子

「

い

い

わ

よ

、

そ

ん

な

の

」 

佳

子

「

悪

い

か

ら

。

お

駄

賃

に

…

」 

加

代

子

「

嫌

よ

、

水

臭

い

（

と

、

お

釣

り

、

佳

子

に 

押

し

付

け

）

じ

ゃ

、

ま

た

ね

」 

佳

子

「

ご

め

ん

ね

？

」 
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加

代

子

、

笑

っ

て

出

て

行

く

。 

 

○

同

・

同

・

前

（

夕

） 

市

田

の

部

屋

を

出

て

、

向

か

い

の

川

田

家

の

玄

関

の

ド

ア

を

開

け

る

加

代

子

。 

そ

こ

へ

、

星

児

、

五

郎

、

市

田

が

く

る

。 

加

代

子

、

振

り

返

り

、

市

田

に

、 

加

代

子

「

あ

あ

、

お

帰

ん

な

さ

い

。

今

ね

、

佳

子

さ 

ん

に

頼

ま

れ

た

買

い

物

、

渡

し

た

と

こ

…

」 

星

児

達

、

顔

を

見

合

わ

せ

る

。 

加

代

子

、

笑

顔

で

会

釈

し

て

、

部

屋

に

入

る

。 

 

○

同

・

同

・

台

所

（

夕

） 

お

玉

で

味

噌

汁

の

味

見

す

る

佳

子

。 

星

児

達

が

、

上

が

り

こ

ん

で

く

る

。 

佳

子

「

わ

あ

っ

。

何

、

黙

っ

て

、

い

き

な

り

…

」 

星

児

「

…

奥

さ

ん

？

」 

佳

子

「

ど

し

た

の

、

お

化

け

見

た

よ

う

な

顔

し

て

？

」 

五

郎

「（

市

田

に

）

生

き

て

ま

す

よ

？

」 

市

田

「

生

き

て

ん

の

か

…

？

」 
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佳

子

、

何

か

気

が

つ

き

、 

佳

子

「

あ

あ

…

そ

う

、

そ

う

な

の

よ

。

死

ん

だ

の

よ

、 

わ

た

し

、

い

っ

ぺ

ん

（

い

た

ず

ら

っ

ぽ

く

笑

う

）」 

星

児

と

五

郎

、

怪

訝

な

顔

つ

き

。 

佳

子

「

で

も

、

こ

の

人

残

し

て

く

わ

け

に

い

か

な

い 

で

し

ょ

？

 

思

わ

ず

、

三

途

の

川

、

泳

い

で

戻

っ

て

き

ち

ゃ

っ

た

（

ア

ッ

ケ

ラ

カ

ン

と

）」 

星

児

と

五

郎

、

顔

を

見

合

わ

せ

ポ

カ

ン

と

。 

が

、

市

田

は

、

涙

が

込

み

上

げ

て

き

て

、 

市

田

「

佳

子

…

よ

く

、

戻

っ

て

き

て

く

れ

た

！

」 

市

田

、

佳

子

に

抱

き

つ

く

。 

佳

子

「

何

よ

、

冗

談

よ

（

星

児

と

五

郎

に

苦

笑

し

）」 

呆

気

に

と

ら

れ

る

星

児

と

五

郎

。 

 

○

同

・

同

・

前

（

夕

） 

玄

関

か

ら

出

て

く

る

星

児

と

五

郎

。 

佳

子

と

市

田

、

顔

を

出

し

、 

五

郎

「

奥

さ

ん

、

人

が

悪

い

よ

。

咄

嗟

に

、

あ

ん

な 

冗

談

、

一

瞬

、

信

じ

そ

う

に

な

り

ま

し

た

よ

…

」 

佳

子

「

ご

め

ん

ご

め

ん

。

こ

の

人

が

、

勝

手

に

人

の 
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こ

と

殺

し

ち

ゃ

う

か

ら

、

つ

い

…

」 

市

田

「（

頭

掻

き

）

い

や

あ

、

俺

、

て

っ

き

り

…

」 

星

児

「

で

も

、

間

違

い

で

何

よ

り

ッ

ス

よ

。

じ

ゃ

…

」 

佳

子

「

理

沙

ち

ゃ

ん

と

貴

子

さ

ん

に

も

、

よ

ろ

し

く

」 

星

児

「

は

い

（

と

、

行

き

か

け

る

）」 

佳

子

「

ね

え

。

頑

張

ん

な

さ

い

よ

、

あ

な

た

達

…

」 

星

児

と

五

郎

、

「

？

」

と

振

り

返

る

。 

佳

子

「

あ

な

た

達

な

ら

、

大

丈

夫

。

必

ず

ね

…

」 

星

児

と

五

郎

、

佳

子

の

顔

を

見

つ

め

る

。 

笑

顔

で

頷

く

佳

子

。 

星

児

と

五

郎

、

曖

昧

に

お

辞

儀

し

、

去

る

。 

佳

子

「（

見

送

り

）

あ

の

子

達

、

い

い

子

達

…

」 

市

田

「

ん

？

 

…

そ

う

だ

な

」 

佳

子

「

あ

ん

な

息

子

、

欲

し

か

っ

た

ね

…

」 

市

田

「

…

佳

子

」 

佳

子

、

市

田

を

振

り

向

き

、 

佳

子

「（

微

笑

み

）

ご

飯

、

食

べ

よ

っ

か

。

少

し

早

い 

け

ど

。

お

腹

す

い

て

る

で

し

ょ

？

」 

部

屋

の

中

に

入

る

佳

子

と

市

田

。 
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○

同

・

外

（

夕

） 

歩

い

て

く

る

星

児

と

五

郎

。 

五

郎

「

奥

さ

ん

、

何

で

、

あ

ん

な

こ

と

…

」 

星

児

「

さ

あ

な

あ

…

」 

星

児

と

五

郎

、

歩

い

て

い

く

。 

 

○

小

学

校

・

校

庭

（

夕

） 

ブ

ラ

ス

バ

ン

ド

の

音

が

響

い

て

く

る

。 

ラ

ン

ド

セ

ル

背

負

っ

た

松

田

理

沙
(11)

、

音

楽

室 

を

、

羨

ま

し

げ

な

顔

で

見

上

げ

る

。 

 

○

ス

ー

パ

ー

の

生

鮮

売

り

場

（

夕

） 

台

車

に

積

ん

だ

カ

ッ

ト

野

菜

の

パ

ッ

ク

を

、

売 

り

場

に

並

べ

る

パ

ー

ト

の

松

田

貴

子

(33)

。 

見

切

れ

品

の

棚

の

四

分

の

一

カ

ッ

ト

の

冬

瓜

を

見

つ

け

、

手

に

と

っ

て

、

ぐ

る

ぐ

る

回

す

。 

貴

子

「

大

し

て

痛

ん

で

な

い

な

。

買

っ

て

帰

ろ

…

」 

冬

瓜

を

片

手

に

、

台

車

を

押

し

て

、

チ

ャ

ン

バ 

ー

の

中

へ

入

っ

て

い

く

。 
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○

日

暮

里

駅

・

谷

中

方

面

出

口

（

夕

） 

ク

マ

ゼ

ミ

の

旺

盛

な

鳴

き

声

。 
買

い

物

袋

提

げ

た

貴

子

が

、

人

待

ち

顔

で

立

っ 

て

い

る

。

買

い

物

袋

に

冬

瓜

が

見

え

る

。 

貴

子

、

手

を

大

き

く

振

る

。 

貴

子

「

星

ち

ゃ

ん

！

」 

改

札

か

ら

星

児

出

て

き

て

、

袋

を

持

つ

。 

星

児

「

お

。

冬

瓜

か

？

」 

貴

子

「

ち

ょ

っ

と

傷

が

つ

い

て

る

だ

け

で

、

見

切

れ 

品

よ

。

ア

ガ

る

つ

い

で

に

、

買

っ

ち

ゃ

っ

た

」 

星

児

「

じ

ゃ

、

久

し

ぶ

り

に

冬

瓜

ス

ー

プ

作

る

か

」 

貴

子

「

よ

ろ

し

く

。

理

沙

も

好

き

だ

か

ら

、

あ

な

た 

の

冬

瓜

ス

ー

プ

」 

星

児

「

正

確

に

は

、

祖

母

ち

ゃ

ん

の

冬

瓜

ス

ー

プ

ね

」 

星

児

と

貴

子

、

歩

き

出

す

。 

貴

子

「

ね

ね

。

メ

ー

ル

見

た

け

ど

、

市

田

さ

ん

の

奥 

さ

ん

生

き

返

っ

た

っ

て

、

何

？

 

ど

ゆ

こ

と

？

」 

星

児

「

い

や

、

結

局

、

市

田

さ

ん

の

早

と

ち

り

で

…

」 

笑

っ

て

喋

り

な

が

ら

、

歩

く

星

児

と

貴

子

。 
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○

夕

焼

け

だ

ん

だ

ん

（

夕

） 

夕

焼

け

に

染

ま

る

谷

中

の

町

並

み

。 
界

隈

の

野

良

猫

達

が

集

ま

っ

て

き

て

い

る

。

彼

ら

に

牛

乳

を

飲

ま

せ

て

い

る

星

児

と

貴

子

。 

痩

せ

た

白

猫

が

、

群

か

ら

弾

き

出

さ

れ

て

啼

い

て

い

る

。 

星

児

「

こ

い

つ

、

い

つ

も

あ

り

つ

け

な

い

の

な

…

」 

貴

子

、

他

の

猫

を

ど

け

て

、

そ

こ

へ

白

猫

を

押

し

込

ん

で

や

る

。 

星

児

「（

笑

っ

て

）

い

い

の

か

？

 

甘

や

か

し

て

」 

貴

子

「

フ

フ

…

放

っ

と

け

な

い

の

、

こ

う

い

う

の

」 

貴

子

、

フ

ト

、

真

顔

に

な

り

、 

貴

子

「

で

も

、

ち

ょ

っ

と

、

分

る

ね

、

そ

の

話

…

」 

星

児

「

え

？

」 

貴

子

「

わ

た

し

も

、

そ

う

な

っ

た

ら

、

三

途

の

川

、

思

い

っ

き

り

、

泳

い

で

戻

っ

て

来

ち

ゃ

う

な

…

」 

星

児

「

縁

起

で

も

ね

え

。

奥

さ

ん

の

冗

談

だ

よ

」 

貴

子

「

冗

談

だ

っ

て

…

死

に

切

れ

な

い

よ

ね

。

亭

主 

の

晴

れ

姿

、

見

な

い

う

ち

に

は

…

」 

星

児

、

思

わ

ず

貴

子

の

横

顔

を

見

つ

め

る

。 
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貴

子

、

立

ち

上

が

る

。 

貴

子

「

帰

ろ

う

か

…

」 
二

人

、

並

ん

で

、

階

段

を

下

り

て

い

く

。 

 

○

松

田

商

店

・

外

（

夕

） 

チ

ー

ン

と

リ

ン

が

鳴

る

─
─

。 

 

○

同

・

居

間

（

夕

） 

星

児

、

仏

壇

の

前

で

合

掌

し

て

い

る

。 

優

し

そ

う

な

祖

母

の

写

真

を

見

て

、 

星

児

「

今

日

、

冬

瓜

ス

ー

プ

。

祖

母

ち

ゃ

ん

仕

込

の 

ア

レ

だ

け

は

、

貴

子

と

理

沙

に

評

判

い

い

か

ら

。

数

少

な

い

、

親

父

の

見

せ

場

だ

…

」 

祖

母

の

写

真

の

隣

に

、

両

親

の

写

真

。

両

親

の

間

に

い

る

の

は

、

幼

い

頃

の

星

児

。 

星

児

、

両

親

の

写

真

に

目

を

移

す

。 

貴

子

、

台

所

で

、

買

っ

て

き

た

物

を

冷

蔵

庫

に

入

れ

て

い

る

。 

貴

子

「

お

店

、

開

け

な

い

の

？

」 

星

児

「

お

。

開

け

る

よ

。

あ

い

つ

ら

来

る

頃

だ

…

」 



16 

 

星

児

、

立

ち

上

が

り

、

店

に

下

り

る

。 

 

○

同

・

外

（

夕

） 

シ

ャ

ッ

タ

ー

が

上

が

り

、

星

児

が

出

て

く

る

。 

ア

ロ

ハ

シ

ャ

ツ

の

和

尚

(49)

、

通

り

か

か

り

、 

和

尚

「

お

う

、

星

児

」 

星

児

「

あ

、

和

尚

。

ま

た

駅

前

の

、

ジ

ュ

リ

ち

ゃ

ん

」 

和

尚

「

あ

の

娘

は

ダ

メ

。

男

い

ん

だ

っ

て

。

今

日

は

、

と

ん

平

。

何

だ

い

、

今

か

ら

、

店

？

」 

星

児

「

昼

間

、

撮

影

だ

っ

た

か

ら

ね

」 

子

供

達

が

、

「

わ

あ

」

と

走

っ

て

く

る

。 

星

児

「（

子

供

達

に

）

い

ら

っ

し

ゃ

い

」 

和

尚

「

撮

影

っ

て

、

何

？

 

ポ

ル

ノ

か

？

 

ポ

ル

ノ 

だ

っ

た

ら

、

誘

え

よ

？

」 

星

児

「

違

う

よ

。

今

日

は

、

コ

レ

（

手

を

垂

ら

し

）」 

和

尚

「

何

、

そ

れ

？

」 

星

児

「

ゾ

ン

ビ

…

」 

和

尚

「

何

で

え

、

気

味

悪

ィ

な

。

貴

子

ち

ゃ

ん

は

？

」 

星

児

「

中

に

い

る

よ

？

（

中

を

こ

な

す

）」 

店

の

奥

の

居

間

を

覗

く

和

尚

。 
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流

し

で

米

を

研

い

で

い

る

貴

子

の

尻

を

見

つ

め

、

合

掌

す

る

和

尚

。 

和

尚

「

良

い

な

ア

、

貴

子

ち

ゃ

ん

。

特

に

お

尻

…

」 

星

児

「

煩

悩

の

固

ま

り

だ

な

」 

和

尚

「

煩

悩

即

菩

提

。

貴

子

ち

ゃ

ん

に

言

っ

と

け

。 

売

れ

な

い

役

者

よ

り

、

坊

主

の

カ

ミ

さ

ん

の

方

が

、

贅

沢

で

き

る

ぞ

っ

て

」 

和

尚

、

ガ

ハ

ハ

と

笑

っ

て

、

去

っ

て

い

く

。 

星

児

「

人

の

カ

ミ

さ

ん

に

色

気

出

す

な

っ

つ

う

の

…

」 

子

供

Ａ

の

声

「

お

願

い

し

ま

あ

す

！

」 

星

児

「

あ

あ

、

は

い

は

い

…

（

子

供

達

の

方

へ

行

き

） 

六

十

円

と

五

十

円

、

君

は

七

十

円

ね

…

」 

お

金

を

出

さ

な

い

子

供

達

。 

星

児

「

ん

？

」 

子

供

Ａ

「

お

ば

ち

ゃ

ん

が

い

い

…

」 

子

供

Ｂ

「

お

ば

ち

ゃ

ん

が

い

い

…

」 

子

供

Ｃ

「

お

ば

ち

ゃ

ん

が

い

い

…

」 

星

児

「

お

前

ら

も

か

…

貴

子

？

」 

貴

子

「（

振

り

返

り

）

え

え

？

」 

星

児

「

お

前

が

い

い

ん

だ

と

よ

」 
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貴

子

「

あ

あ

。

は

い

は

い

。

ど

う

も

、

あ

り

が

と

う

」 

や

っ

て

く

る

貴

子

。

子

供

ら

、

嬉

し

そ

う

に

、

財

布

か

ら

小

銭

を

取

り

出

し

始

め

る

。 

貴

子

「

冬

瓜

、

出

し

と

い

た

よ

」 

星

児

「

お

、

サ

ン

キ

ュ

」 

星

児

、

中

に

上

が

る

。 

 

○

同

・

居

間

～

台

所

（

夕

） 

居

間

と

繋

が

っ

た

台

所

。 

ま

な

板

の

上

に

冬

瓜

が

乗

っ

て

い

る

。 

星

児

、

包

丁

を

つ

か

ん

で

冬

瓜

を

切

ろ

う

と

す

る

と

、

玄

関

か

ら

理

沙

が

帰

っ

て

く

る

。 

理

沙

「（

暗

く

）

た

だ

い

ま

…

」 

貴

子

「（

振

り

返

り

）

あ

、

お

か

え

り

。

遅

か

っ

た

わ 

ね

。

ど

っ

か

寄

っ

た

の

？

」 

理

沙

、

無

視

し

て

通

り

す

ぎ

る

。 

星

児

、

居

間

を

振

り

返

り

、 

星

児

「

理

沙

。

今

日

、

冬

瓜

ス

ー

プ

に

し

よ

う

か

…

」 

理

沙

、

星

児

と

は

目

も

合

わ

さ

ず

、

さ

っ

さ

と

階

段

あ

が

っ

て

二

階

へ

行

く

。 
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星

児

「

何

だ

よ

。

ま

だ

、

機

嫌

悪

い

の

か

よ

…

？

」 

貴

子

「（

お

金

を

仕

舞

い

）

…

全

く

も

う

」 
貴

子

、

立

ち

、

二

階

へ

上

が

っ

て

い

く

。 

星

児

、

気

に

な

り

、

二

階

を

覗

く

。 

 

○

同

・

理

沙

の

部

屋

（

夕

） 

ラ

ン

ド

セ

ル

を

下

ろ

す

理

沙

。 

廊

下

か

ら

貴

子

の

声

が

す

る

。 

貴

子

の

声

「

理

沙

。

入

る

わ

よ

？

」 

貴

子

、

襖

を

開

け

て

、

入

っ

て

く

る

。 

貴

子

に

背

を

向

け

た

ま

ま

動

か

な

い

。 

貴

子

「

ま

だ

、

根

に

持

っ

て

る

の

？

」 

理

沙

、

唇

を

突

き

出

し

て

フ

テ

て

い

る

。 

 

○

同

・

二

階

の

階

段

（

夕

） 

そ

っ

と

、

階

段

を

上

が

っ

て

来

る

星

児

。 

 

○

同

・

理

沙

の

部

屋

（

夕

） 

貴

子

「

こ

な

い

だ

納

得

し

た

じ

ゃ

な

い

の

？

」 

理

沙

「

…

」 
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貴

子

「

し

ょ

う

が

な

い

で

し

ょ

？

 

入

部

費

も

月

謝 
も

払

え

な

い

し

、

そ

れ

に

楽

器

だ

っ

て

…

そ

ん

な

余

裕

な

い

ん

だ

か

ら

、

う

ち

に

は

…

」 

理

沙

「

お

金

な

い

な

ら

、

駄

菓

子

屋

な

ん

か

や

め

て

、 

ま

た

大

道

具

や

れ

ば

い

い

じ

ゃ

ん

、

お

父

さ

ん

…

」 

 

○

同

・

二

階

の

階

段

（

夕

） 

星

児

「（

聞

い

て

い

て

）

…

」 

 

○

同

・

理

沙

の

部

屋

（

夕

） 

貴

子

「

そ

れ

だ

と

、

自

由

に

休

め

な

い

か

ら

。

お

父

さ

ん

、

役

者

の

仕

事

、

何

で

も

や

り

た

い

の

よ

」 

理

沙

「

役

者

っ

た

っ

て

、

脇

役

ば

っ

か

じ

ゃ

ん

。

脇

役

っ

て

い

う

か

、

チ

ョ

イ

役

？

 

一

瞬

だ

け

映

っ

て

、

す

ぐ

い

な

く

な

る

」 

貴

子

「

…

そ

う

だ

け

ど

」 

理

沙

「

無

理

だ

よ

。

あ

の

年

で

売

れ

な

き

ゃ

…

」 

貴

子

「

そ

ん

な

の

…

分

ん

な

い

で

し

ょ

？

」 

 

○

同

・

二

階

の

階

段

（

夕

） 
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星

児

、

そ

っ

と

下

り

よ

う

と

し

て

足

滑

ら

し

、 

星

児

「（

腰

を

打

つ

）

ア

ッ

！

」 

 

○

同

・

理

沙

の

部

屋

（

夕

） 

物

音

に

振

り

返

る

貴

子

と

理

沙

。 

 

○

同

・

二

階

の

階

段

（

夕

） 

襖

開

い

て

、

貴

子

と

理

沙

が

顔

を

出

す

。 

貴

子

「

…

大

丈

夫

？

」 

星

児

「（

腰

擦

り

）

あ

あ

…

う

ん

…

ハ

ハ

…

」 

理

沙

と

目

が

合

う

星

児

。 

星

児

「

理

沙

…

お

父

さ

ん

が

こ

の

店

や

っ

て

ん

の

、 

自

由

に

休

め

る

か

ら

だ

け

じ

ゃ

な

い

ん

だ

よ

？

」 

理

沙

「

…

」 

星

児

「

曾

祖

母

ち

ゃ

ん

が

、

こ

の

店

な

く

な

る

と

、 

子

供

達

の

楽

し

み

が

無

く

な

る

っ

て

、

死

ぬ

前

に

心

配

し

て

た

か

ら

、

そ

れ

で

お

父

さ

ん

…

」 

理

沙

「

そ

れ

は

何

度

も

聞

い

た

よ

…

」 

星

児

「

だ

っ

た

ら

…

」 

理

沙

「

で

も

、

わ

た

し

は

ど

う

な

ん

の

？

」 
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星

児

「

え

？

」 

理

沙

「

曾

祖

母

ち

ゃ

ん

の

気

持

ち

は

分

る

。

で

も

、 

わ

た

し

は

、

そ

の

せ

い

で

、

い

っ

つ

も

ガ

マ

ン

し

な

く

ち

ゃ

い

け

な

い

わ

け

？

」 

星

児

「

…

」 

貴

子

「

理

沙

…

」 

理

沙

「

塾

も

水

泳

も

、

理

由

つ

け

て

、

い

っ

つ

も

ガ 

諦

め

さ

せ

ら

れ

て

る

！

」 

星

児

も

貴

子

も

言

葉

が

な

い

。 

理

沙

「

自

分

ば

っ

か

り

、

好

き

な

こ

と

や

っ

て

さ

、 

親

の

責

任

、

果

た

し

て

か

ら

に

し

て

よ

！

」 

星

児

「

…

！

」 

貴

子

「

理

沙

…

！

」 

理

沙

、

自

室

に

飛

び

込

み

、

襖

を

ピ

シ

ャ

リ

と

閉

め

る

。 

星

児

も

貴

子

も

そ

れ

を

見

つ

め

る

し

か

な

い

。 

 

○

同

・

居

間

（

夕

） 

階

段

を

下

り

て

く

る

星

児

と

貴

子

。 

星

児

「

今

度

は

、

ブ

ラ

ス

バ

ン

ド

か

…

？

」 
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貴

子

「

そ

う

な

の

よ

…

」 

星

児

「

ど

う

し

て

、

言

っ

て

く

れ

な

か

っ

た

の

？

」 

貴

子

「

だ

っ

て

…

」 

星

児

「

言

っ

た

っ

て

、

金

が

無

い

か

ら

か

？

」 

貴

子

「

…

」 

星

児

「

あ

ん

ま

り

ズ

バ

リ

言

う

な

よ

、

子

供

に

…

」 

貴

子

「

い

い

か

げ

ん

、

テ

キ

ト

ー

な

理

屈

じ

ゃ

、

誤 

魔

化

せ

な

い

も

の

…

」 

星

児

「

つ

っ

た

っ

て

…

」 

貴

子

「

け

ど

、

実

際

、

わ

た

し

の

パ

ー

ト

代

だ

け

じ 

ゃ

生

活

費

だ

け

で

、

精

一

杯

だ

し

（

口

噤

み

）」 

星

児

「

…

」 

貴

子

「

…

ご

め

ん

」 

星

児

、

た

め

息

を

つ

き

、

台

所

に

戻

る

と

、

包

丁

を

手

に

す

る

。 

と

、

ス

マ

ホ

が

鳴

る

。 

星

児

、

ズ

ボ

ン

の

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

取

り

出

し

、 

星

児

「

…

市

田

さ

ん

？

 

（

出

て

）

も

し

も

し

…

」 

店

に

下

り

か

け

た

貴

子

、

振

り

返

る

。 

星

児

「

…

え

、

え

？

 

何

で

？

 

ど

う

し

て

！

」 
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貴

子

「

…

？

」 

星

児

「

待

っ

て

。

落

ち

着

い

て

、

市

田

さ

ん

、

い

、 

今

す

ぐ

、

そ

っ

ち

行

く

か

ら

！

」 

星

児

、

ス

マ

ホ

を

切

り

、 

星

児

「

市

田

さ

ん

の

奥

さ

ん

が

、

亡

く

な

っ

た

…

」 

貴

子

「

え

！

 

ま

た

、

早

と

ち

り

じ

ゃ

な

い

の

？

」 

星

児

「

今

度

は

、

救

急

車

呼

ん

だ

っ

て

…

そ

し

た

ら

、 

そ

の

ま

ま

病

院

で

…

」 

貴

子

「

そ

ん

な

…

（

口

元

を

押

さ

え

）」 

星

児

「

俺

、

ち

ょ

っ

と

行

っ

て

く

る

」 

星

児

、

玄

関

の

方

へ

走

る

。 

貴

子

、

シ

ョ

ッ

ク

を

隠

せ

な

い

。 

ま

な

板

の

上

に

残

さ

れ

た

冬

瓜

─
─

。 

 

○

病

院

の

霊

安

室

（

夜

） 

顔

に

白

い

布

被

せ

ら

れ

た

佳

子

。 

そ

れ

を

見

つ

め

る

市

田

、

星

児

、

五

郎

。 

星

児

、

合

掌

し

て

、

布

を

め

く

る

。 

穏

や

か

な

顔

で

目

を

閉

じ

て

い

る

佳

子

。 

五

郎

「

何

で

？

 

つ

い

、

さ

っ

き

で

し

ょ

…

？

」 
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星

児

「（

や

り

き

れ

な

い

目

で

）

…

」 

市

田

「

お

前

ら

帰

っ

た

後

、

い

つ

も

通

り

、

晩

飯

食 

っ

て

、

俺

が

下

ら

ね

え

話

し

て

、

あ

い

つ

が

笑

っ

て

…

い

つ

も

と

何

も

変

わ

ら

な

か

っ

た

…

」 

星

児

と

五

郎

、

佳

子

の

顔

を

見

つ

め

て

い

る

。 

市

田

「

…

け

ど

さ

、

何

か

知

ら

ね

え

け

ど

、

あ

い

つ

、 

突

然

ポ

ツ

ン

と

さ

、

あ

り

が

と

う

、

な

ん

て

言

い

や

が

ん

だ

」 

星

児

「

あ

り

が

と

う

…

？

」 

市

田

「（

頷

き

）

何

が

よ

っ

て

聞

い

た

ら

、

何

も

答

え 

ね

え

で

、

た

だ

、

ニ

コ

ニ

コ

笑

っ

て

や

が

っ

て

な

…

そ

し

た

ら

、

途

端

に

バ

タ

っ

て

…

」 

佳

子

の

顔

。 

市

田

「

今

思

う

と

よ

…

あ

い

つ

、

も

し

か

し

て

、

そ 

れ

だ

け

言

う

為

に

、

戻

っ

て

き

た

ん

じ

ゃ

ね

え

か

な

あ

っ

て

…

」 

五

郎

「

戻

っ

て

き

た

…

？

」 

市

田

「

…

俺

に

、

あ

り

が

と

う

っ

て

言

う

為

に

、

冗 

談

じ

ゃ

な

く

、

本

当

に

三

途

の

川

、

泳

い

で

戻

っ

て

き

ち

ゃ

っ

た

ん

じ

ゃ

ね

え

か

な

っ

て

…

」 
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星

児

と

五

郎

、

佳

子

を

見

つ

め

て

い

る

。 

市

田

「

…

バ

カ

な

奴

だ

よ

…

俺

み

て

え

な

男

と

一

緒 

に

な

っ

た

ば

か

り

に

、

楽

し

い

思

い

な

ん

か

ち

っ

と

も

し

ね

え

で

…

俺

ば

っ

か

り

、

好

き

な

こ

と

や

っ

て

よ

…

悪

い

こ

と

し

た

よ

、

俺

は

…

」 

星

児

と

五

郎

、

痛

ま

し

く

市

田

を

見

つ

め

る

。 

佳

子

の

穏

や

か

な

顔

─
─

。 

 

○

松

田

商

店

・

居

間

（

夜

） 

野

菜

炒

め

を

お

か

ず

に

夕

飯

を

食

べ

て

い

る

貴 

子

と

理

沙

。 

貴

子

「

さ

っ

き

、

お

父

さ

ん

か

ら

連

絡

あ

っ

て

、

明 

日

、

お

通

夜

だ

か

ら

、

理

沙

も

一

緒

に

ね

…

」 

理

沙

「

…

わ

た

し

も

？

」 

貴

子

「

可

愛

が

っ

て

く

れ

た

で

し

ょ

？

 

お

誕

生

日 

に

プ

レ

ゼ

ン

ト

も

ら

っ

た

り

。

ち

ゃ

ん

と

お

別

れ

の

ご

挨

拶

し

な

い

と

」 

理

沙

、

フ

ト

、

箸

を

止

め

、 

理

沙

「

い

つ

か

、

お

母

さ

ん

も

同

じ

こ

と

に

な

る

よ

。 

市

田

さ

ん

の

奥

さ

ん

と

…

」 
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貴

子

「

ち

ょ

っ

と

、

失

礼

よ

、

亡

く

な

っ

た

人

に

！

」 

理

沙

「

早

い

う

ち

、

別

れ

ち

ゃ

っ

た

方

が

い

い

よ

」 

貴

子

「

理

沙

…

！

」 

理

沙

「

お

母

さ

ん

、

モ

テ

ん

だ

し

、

今

か

ら

で

も

、 

も

少

し

マ

ト

モ

な

男

見

つ

か

る

っ

て

。

見

込

み

な

い

じ

ゃ

ん

、

あ

ん

な

奴

…

」 

貴

子

、

思

わ

ず

、

理

沙

の

頬

を

打

つ

。 

貴

子

「

あ

ん

な

奴

は

な

い

で

し

ょ

、

お

父

さ

ん

に

！

」 

理

沙

「（

頬

を

押

さ

え

）

何

で

よ

！

 
何

で

、

あ

ん

な 

奴

が

、

お

父

さ

ん

な

の

よ

！

」 

理

沙

、

立

っ

て

、

二

階

へ

駆

け

上

が

る

。 

貴

子

「（

悔

し

く

唇

噛

み

締

め

）

…

」 

 

○

『

と

ん

平

』

・

外

（

夜

） 

路

地

裏

の

小

さ

な

や

き

と

ん

屋

。 

二

人

連

れ

の

客

が

、

出

て

く

る

。 

入

れ

違

い

に

、

肩

落

と

し

た

星

児

、

来

る

。 

 

○

同

・

中

（

夜

） 

カ

ウ

ン

タ

ー

だ

け

の

店

内

。 
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串

を

回

す

大

将

(

５

３

)

と

客

の

コ

ッ

プ

や

皿

を

片

付

け

て

い

る

妻

の

京

子

(

５

１

)

。 
和

尚

が

、

飲

ん

で

い

る

。 

京

子

「

い

ら

っ

し

ゃ

い

」 

大

将

「

よ

お

、

星

ち

ゃ

ん

」 

星

児

「

生

、

ち

ょ

う

だ

い

…

」 

星

児

、

空

い

て

い

る

席

に

座

る

。 

京

子

「

生

ね

。

（

サ

ー

バ

ー

へ

）

浮

か

な

い

顔

だ

ね

。 

貴

子

ち

ゃ

ん

と

、

ケ

ン

カ

で

も

し

た

の

か

い

？

」 

和

尚

「

お

っ

と

、

耳

寄

り

だ

な

。

と

う

と

う

愛

想

尽 

か

さ

れ

た

か

？

」 

大

将

「

目

輝

か

す

ん

じ

ゃ

ね

え

」 

京

子

「

一

体

、

ど

う

し

た

の

？

 

お

気

楽

星

ち

ゃ

ん 

ら

し

く

な

い

（

と

、

ジ

ョ

ッ

キ

を

星

児

の

前

に

）」 

星

児

「

俺

、

そ

ん

な

に

お

気

楽

に

見

え

る

？

」 

和

尚

「

お

気

楽

じ

ゃ

な

い

の

。

妻

子

持

ち

の

癖

に

、 

フ

ラ

フ

ラ

フ

ラ

フ

ラ

し

て

て

」 

星

児

「

和

尚

に

言

わ

れ

た

く

ね

え

よ

。

檀

家

の

金

で

、 

飲

む

打

つ

買

う

の

道

楽

三

昧

じ

ゃ

ね

え

か

」 

大

将

「

そ

ら

、

そ

う

だ

」 
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和

尚

「

や

め

ろ

よ

。

人

が

聞

い

た

ら

信

用

す

る

よ

」 

笑

い

が

起

き

る

。 

星

児

「

ね

え

、

和

尚

。

ち

ょ

っ

と

、

明

日

、

お

経

上 

げ

に

来

て

く

ん

な

い

？

 

向

島

な

ん

だ

け

ど

」 

和

尚

「

向

島

？

 
何

で

？

」 

星

児

「

役

者

仲

間

の

奥

さ

ん

が

亡

く

な

っ

て

ね

…

」 

京

子

「

あ

ら

…

」 

和

尚

「

葬

儀

屋

は

、

紹

介

し

て

く

れ

な

い

の

か

？

」 

星

児

「

な

る

べ

く

金

か

け

た

く

ね

え

ん

だ

よ

。

葬

式 

も

、

簡

単

に

通

夜

葬

に

す

る

っ

て

い

う

し

…

」 

和

尚

「

通

夜

葬

か

。

最

近

増

え

て

る

な

。

通

夜

と

葬 

式

一

緒

に

し

ち

ゃ

う

の

」 

京

子

「

へ

え

。

そ

う

な

の

、

今

？

」 

星

児

「

で

、

だ

っ

た

ら

、

俺

、

お

布

施

に

拘

ら

な

い 

徳

の

高

い

坊

主

、

近

所

に

い

る

よ

っ

て

…

」 

和

尚

「

お

い

、

そ

れ

で

、

俺

か

よ

？

 

悪

い

け

ど

、 

お

布

施

拘

る

よ

？

 

俺

、

プ

ロ

だ

も

ん

…

」 

星

児

「

う

ち

の

事

務

所

が

出

し

た

、

ア

イ

ド

ル

の

水 

着

Ｄ

Ｖ

Ｄ

Ｂ

Ｏ

Ｘ

、

欲

し

が

っ

て

た

ろ

？

」 

和

尚

「

え

？

」 
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星

児

「

ア

レ

で

頼

む

よ

。

有

難

い

と

こ

一

つ

さ

」 

和

尚

「

…

う

ー

ん

、

そ

う

来

た

か

」 

星

児

「

頼

ん

だ

ぜ

」 

大

将

「

い

く

つ

だ

っ

た

の

、

そ

の

人

…

？

」 

星

児

「

五

十

四

…

」 

京

子

「

ま

だ

若

い

…

旦

那

さ

ん

は

？

」 

星

児

「

同

い

年

…

」 

大

将

「

…

身

寄

り

は

？

 

子

供

い

な

い

の

？

」 

星

児

「（

首

を

横

に

振

り

）

奥

さ

ん

、

若

い

頃

か

ら

心

臓

弱

く

て

、

子

供

作

れ

な

か

っ

た

っ

て

…

」 

し

ん

み

り

と

な

る

連

中

。 

 

○

同

・

外

（

夜

） 

京

子

、

暖

簾

を

仕

舞

い

こ

む

。 

 

○

同

・

中

（

夜

） 

京

子

、

暖

簾

を

持

っ

て

入

っ

て

く

る

。 

皆

、

洟

す

す

っ

て

い

る

。 

大

将

「

…

三

途

の

川

か

ら

戻

っ

て

来

て

、

あ

り

が

と 

う

だ

ア

？

 

あ

ん

の

か

ね

え

、

そ

ん

な

こ

と

…

」 
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京

子

「

あ

る

か

も

し

れ

な

い

よ

。

い

い

夫

婦

に

は

…

」 

星

児

「

け

ど

、

何

だ

か

、

身

に

つ

ま

さ

れ

て

さ

ア

…

」 

大

将

「

星

ち

ゃ

ん

。

お

前

さ

ん

、

絶

対

、

貴

子

ち

ゃ 

ん

、

そ

ん

な

目

に

合

わ

す

ん

じ

ゃ

な

い

よ

」 

京

子

「

本

当

だ

よ

。

し

っ

か

り

し

な

よ

？

」 

星

児

「

分

っ

て

ま

す

よ

。

そ

ん

な

こ

と

…

」 

和

尚

「

星

児

。

俺

、

さ

っ

き

、

内

心

、

竹

に

し

と

こ 

う

と

思

っ

て

た

ん

だ

け

ど

な

…

」 

星

児

「

は

…

？

」 

和

尚

「

お

経

に

も

松

竹

梅

が

あ

ん

だ

よ

。

で

も

、

今 

の

話

聞

い

て

な

、

ち

ゃ

ん

と

松

に

す

る

わ

…

」 

星

児

「

…

そ

う

。

助

か

る

よ

、

和

尚

」 

京

子

「

け

ど

、

星

ち

ゃ

ん

、

良

い

こ

と

し

た

よ

。

つ 

ま

し

く

て

い

い

か

ら

、

葬

式

は

出

し

て

や

れ

っ

て

言

っ

た

ん

だ

ろ

？

」 

星

児

「

俺

の

こ

と

、

実

の

息

子

み

た

い

に

可

愛

が

っ 

て

く

れ

た

も

ん

で

ね

、

そ

の

人

…

」 

大

将

「

そ

っ

か

。

星

ち

ゃ

ん

、

六

つ

ん

時

に

、

事

故 

で

両

親

亡

く

し

て

ナ

ア

、

そ

れ

か

ら

ず

っ

と

婆

さ

ん

だ

け

だ

っ

た

も

ん

な

…

」 
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京

子

「

実

の

親

の

つ

も

り

で

、

葬

式

出

し

て

や

り

た 
い

ん

だ

ね

…

」 
寂

し

い

目

で

、

酒

を

飲

む

星

児

。 

 

○

松

田

商

店

・

居

間

（

夜

） 

パ

ソ

コ

ン

で

家

計

簿

つ

け

る

貴

子

、

た

め

息

。 

帰

っ

て

く

る

星

児

。 

星

児

「

た

だ

い

ま

」 

貴

子

「

あ

あ

、

お

帰

り

な

さ

い

」 

貴

子

「

ど

う

、

市

田

さ

ん

…

？

」 

星

児

「（

手

を

洗

い

）

う

ん

。

俺

達

帰

る

頃

に

は

、

何 

と

か

気

持

ち

立

て

直

し

て

く

れ

て

…

」 

貴

子

「

そ

う

…

」 

星

児

「

今

夜

、

二

人

っ

き

り

で

、

今

ま

で

話

せ

な

か 

っ

た

こ

と

で

も

話

そ

う

か

な

っ

て

…

」 

貴

子

「

…

わ

た

し

も

、

生

き

て

る

う

ち

に

、

奥

さ

ん 

と

、

も

う

少

し

話

し

て

お

き

た

か

っ

た

」 

星

児

「（

貴

子

の

背

を

見

つ

め

て

い

る

）

…

」 

星

児

、

貴

子

を

背

中

か

ら

抱

き

し

め

る

。 

貴

子

「

…

ち

ょ

、

ど

う

し

た

の

？

」 
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星

児

「

貴

子

…

」 

貴

子

「

…

」 

星

児

「

お

前

、

後

悔

し

て

な

い

か

…

？

」 

貴

子

「

…

何

を

？

」 

星

児

、

腕

に

力

を

込

め

る

。 

貴

子

、

そ

っ

と

星

児

の

腕

を

触

り

、 

貴

子

「

そ

っ

ち

こ

そ

…

こ

ん

な

、

野

良

猫

み

た

い

な 

女

、

拾

っ

ち

ゃ

っ

て

、

後

悔

し

て

な

い

…

？

」 

星

児

、

思

い

出

す

。 

 

○

回

想

・

歩

道

橋

の

上

（

夜

） 

フ

ラ

フ

ラ

と

歩

く

、

お

腹

の

大

き

な

貴

子

。 

や

つ

れ

た

顔

に

泣

き

腫

ら

し

た

目

。 

ふ

と

、

足

を

止

め

、

下

の

道

路

を

見

下

ろ

す

。 

汚

れ

た

格

好

で

、

ナ

グ

リ

や

ラ

チ

ェ

ッ

ト

ぶ

ら

さ

げ

た

ガ

チ

袋

を

腰

に

ガ

チ

ャ

ガ

チ

ャ

言

わ

せ

、

階

段

を

上

が

っ

て

く

る

星

児

。 

貴

子

、

欄

干

に

身

を

乗

り

出

す

。 

星

児

「（

気

が

つ

き

）

っ

と

、

待

っ

た

、

待

っ

た

！

」 

星

児

、

走

り

出

し

て

、

貴

子

を

抱

き

と

め

る

。 
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貴

子

「

放

せ

！

 

放

せ

、

チ

ク

シ

ョ

ウ

！

」 

星

児

「

落

ち

着

け

よ

、

あ

ん

た

…

！

」 
貴

子

、

急

に

腹

を

押

さ

え

、

う

ず

く

ま

る

。 

星

児

「

…

お

、

お

い

、

ど

う

し

た

？

」 

 

○

回

想

・

病

院

・

外

観

（

夜

） 

救

急

車

か

ら

下

ろ

さ

れ

る

ス

ト

レ

ッ

チ

ャ

ー

の

貴

子

。

星

児

も

飛

び

降

り

、

病

院

の

中

へ

入

っ

て

い

く

。

腰

の

ガ

チ

袋

が

揺

れ

る

。 

 

○

回

想

・

分

娩

準

備

室

（

夜

） 

苦

し

む

貴

子

に

付

き

添

う

助

産

師

と

星

児

。 

助

産

師

、

横

た

わ

る

貴

子

の

股

に

、

後

ろ

か

ら

片

手

の

拳

を

押

し

付

け

て

い

る

。 

助

産

師

「

ど

う

？

 

少

し

は

楽

に

な

る

で

し

ょ

？

」 

貴

子

、

苦

し

げ

な

が

ら

も

頷

く

。 

と

、

助

産

師

の

呼

び

出

し

ベ

ル

が

鳴

る

。 

助

産

師

「（

星

児

に

）

す

い

ま

せ

ん

。

ち

ょ

っ

と

、

隣 

の

マ

マ

さ

ん

、

見

て

き

ま

す

ん

で

…

」 

星

児

「

え

…

」 
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助

産

師

「

大

丈

夫

、

ま

だ

、

生

ま

れ

な

い

か

ら

」 

星

児

「

だ

け

ど

…

」 

助

産

師

「

拳

で

ね

、

膣

の

入

り

口

ん

所

、

グ

ウ

ッ

と 

押

し

て

あ

げ

て

」 

星

児

「

僕

が

で

す

か

？

」 

助

産

師

「

他

に

誰

が

い

る

の

？

 

パ

パ

で

し

ょ

？

」 

星

児

「

い

や

、

僕

は

…

」 

助

産

師

「

し

っ

か

り

し

な

さ

い

！

」 

星

児

「

は

、

は

い

…

」 

助

産

師

、

出

て

行

っ

て

し

ま

う

。 

星

児

、

立

ち

尽

く

す

。 

貴

子

「（

苦

し

く

）

…

や

っ

て

、

早

く

！

」 

星

児

、

意

を

決

し

、

貴

子

に

拳

を

宛

が

う

。 

星

児

「

…

ど

、

ど

う

で

す

か

？

」 

貴

子

「

も

っ

と

、

強

く

押

し

て

！

」 

星

児

、

目

を

白

黒

さ

せ

て

頑

張

る

。 

 

○

回

想

・

分

娩

室 

助

産

師

が

、

赤

ん

坊

を

持

っ

て

来

る

。 

助

産

師

「

頑

張

っ

た

ね

。

女

の

子

。

す

ご

い

美

人

よ

」 
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貴

子

、

分

娩

台

の

上

で

抱

き

取

る

。 

複

雑

な

表

情

で

抱

く

貴

子

。 
助

産

師

、

床

に

か

が

ん

で

声

を

か

け

る

。 

助

産

師

「

パ

パ

。

産

ま

れ

ま

し

た

よ

」 

貴

子

「

…

あ

の

う

…

」 

助

産

師

「

気

に

し

な

い

で

、

旦

那

さ

ん

だ

け

じ

ゃ

な 

い

か

ら

、

こ

う

い

う

の

。

頭

出

て

き

た

途

端

に

、

気

絶

し

ち

ゃ

う

の

は

…

」 

貴

子

「

…

」 

星

児

、

気

絶

し

て

い

る

。 

 

○

回

想

・

病

室 

ベ

ッ

ド

の

上

の

貴

子

と

小

さ

な

カ

プ

セ

ル

に

寝

か

さ

れ

た

赤

ん

坊

。

理

沙

で

あ

る

。 

そ

れ

を

笑

顔

で

見

て

い

る

星

児

。 

貴

子

「

…

悪

か

っ

た

ね

。

見

ず

知

ら

ず

な

の

に

、

出 

産

ま

で

立

ち

合

わ

せ

ち

ゃ

っ

て

…

」 

星

児

「

俺

も

よ

く

分

ん

ね

え

け

ど

、

行

き

が

か

り

だ 

し

な

…

け

ど

、

ち

ょ

っ

と

ビ

ビ

ッ

た

わ

…

」 

星

児

と

貴

子

、

小

さ

く

笑

い

、

後

は

、

気

ま

ず 
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く

黙

っ

て

理

沙

を

見

つ

め

る

。 

星

児

「

…

で

も

よ

、

も

う

二

度

と

、

死

の

う

な

ん

て

、 

考

え

ち

ゃ

ダ

メ

だ

よ

、

あ

ん

た

…

」 

貴

子

「

…

」 

星

児

「

何

が

あ

っ

た

か

知

ら

ね

え

け

ど

さ

…

」 

貴

子

「

…

」 

星

児

「

こ

の

子

に

、

約

束

し

ろ

よ

…

」 

貴

子

「

…

パ

パ

、

分

ん

な

い

ん

だ

よ

、

こ

の

子

」 

星

児

「

…

え

？

」 

貴

子

「

こ

ん

な

バ

カ

な

マ

マ

じ

ゃ

可

哀

相

じ

ゃ

ん

…

」 

貴

子

、

両

手

で

顔

を

覆

っ

て

泣

き

だ

す

。 

星

児

「

…

」 

理

沙

が

、

む

ず

が

り

出

す

。 

星

児

、

理

沙

を

そ

っ

と

抱

き

上

げ

、

あ

や

す

。 

貴

子

、

顔

を

覆

っ

て

嗚

咽

し

て

い

る

。 

 

○

松

田

商

店

・

居

間

（

夜

） 

貴

子

を

後

ろ

か

ら

抱

き

し

め

て

い

る

星

児

。 

貴

子

「

…

あ

な

た

が

、

理

沙

の

父

親

に

な

る

っ

て

言 

い

出

し

た

時

、

正

直

、

バ

カ

な

の

か

と

思

っ

た

…

」 
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星

児

「

そ

う

で

も

言

わ

な

き

ゃ

…

身

寄

り

も

ね

え

っ 
て

い

う

し

。

放

っ

と

け

る

か

、

普

通

…

」 

貴

子

「

で

も

、

あ

ん

時

、

ス

ウ

ッ

と

、

こ

の

人

、

信 

じ

ち

ゃ

お

う

か

っ

て

気

に

な

っ

て

…

」 

星

児

「

…

間

違

い

だ

っ

た

？

」 

貴

子

「

う

う

ん

。

正

解

」 

星

児

「

…

本

当

か

な

」 

貴

子

「

理

沙

だ

っ

て

、

あ

な

た

の

こ

と

本

当

の

父

親 

だ

と

思

っ

て

る

し

、

だ

か

ら

こ

そ

、

あ

ん

な

風

に

甘

え

ら

れ

る

の

よ

？

」 

星

児

「

で

も

、

い

い

の

か

、

俺

、

こ

の

ま

ま

で

。

（

パ

ソ

コ

ン

の

画

面

コ

ナ

シ

）

真

っ

赤

っ

か

だ

…

」 

貴

子

も

、

画

面

を

見

つ

め

る

。 

貴

子

「（

自

分

に

言

い

聞

か

せ

る

風

に

）

わ

た

し

と

あ 

の

子

は

、

あ

な

た

に

命

を

助

け

て

も

ら

っ

た

…

」 

星

児

「

…

」 

貴

子

「

ど

ん

な

暮

ら

し

だ

っ

て

、

一

生

、

わ

た

し

は

、 

あ

な

た

に

つ

い

て

い

く

…

」 

星

児

「

…

」 

貴

子

「

だ

か

ら

、

あ

な

た

は

、

ぶ

れ

な

い

で

、

夢

を 
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叶

え

て

…

」 

星

児

「

…

」 

 

○

同

・

理

沙

の

部

屋

（

夜

） 

布

団

の

中

で

、

眠

れ

な

い

で

い

る

理

沙

。 

 

○

都

営

ア

パ

ー

ト

・

外

（

夕

） 

階

段

下

に

簡

易

テ

ー

ブ

ル

を

置

い

て

、

受

付

を

し

て

い

る

星

児

と

五

郎

。 

記

帳

を

済

ま

し

て

、

入

っ

て

い

く

弔

問

客

。 

五

郎

「

思

っ

た

よ

り

も

、

来

る

も

ん

で

す

ね

」 

星

児

「

人

柄

だ

な

、

奥

さ

ん

の

…

」 

し

ん

み

り

す

る

二

人

。 

と

、

い

き

な

り

、

放

り

投

げ

ら

れ

る

香

典

袋

。 

星

児

と

五

郎

、

驚

い

て

顔

を

上

げ

る

。 

三

橋

徹

(

６

０

)

と

妻

、

文

江

(

５

９

)

。 

文

江

「

あ

ん

た

、

そ

げ

な

不

躾

に

…

す

み

ま

し

ぇ

ん 

…

亡

く

な

っ

た

佳

子

の

兄

と

嫁

で

す

た

い

…

」 

星

児

「

あ

、

宮

崎

の

…

こ

の

度

は

…

」 

三

橋

「

ふ

ん

。

こ

げ

な

所

で

葬

式

が

か

…

」 
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文

江

「

あ

ん

た

…

！

」 

五

郎

「（

恐

る

恐

る

）

こ

ち

ら

に

、

お

名

前

を

…

」 
筆

ペ

ン

と

芳

名

帳

を

差

し

出

す

。 

三

橋

、

乱

暴

に

ペ

ン

を

取

り

名

前

を

書

く

。 

書

き

終

え

、

三

橋

と

文

江

、

入

っ

て

い

く

。 

見

て

い

る

星

児

と

五

郎

。 

五

郎

「

市

田

さ

ん

か

ら

、

聞

い

て

た

け

ど

…

」 

星

児

「

な

か

な

か

だ

ぞ

、

あ

り

ゃ

…

」 

喪

服

の

貴

子

と

理

沙

が

来

る

。 

貴

子

「

星

ち

ゃ

ん

、

五

郎

ち

ゃ

ん

…

」 

星

児

「（

振

り

返

り

）

…

よ

う

」 

五

郎

「

ど

う

も

。

こ

ち

ら

に

、

お

名

前

…

」 

貴

子

、

筆

ペ

ン

で

書

き

始

め

る

。 

五

郎

「

理

沙

ち

ゃ

ん

、

久

し

ぶ

り

だ

ね

…

」 

理

沙

「

死

ぬ

ま

で

貧

乏

っ

て

、

ど

ん

な

感

じ

か

な

…

」 

つ

ま

る

星

児

と

五

郎

。 

貴

子

「

理

沙

っ

」 

貴

子

、

そ

そ

く

さ

と

記

帳

し

、

星

児

と

五

郎

に

軽

く

目

を

合

せ

、

理

沙

と

中

へ

入

っ

て

い

く

。 

五

郎

「（

苦

笑

い

）

キ

ツ

イ

な

、

理

沙

ち

ゃ

ん

…

」 
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理

沙

の

背

中

を

見

つ

め

る

星

児

。 

読

経

の

声

が

聞

こ

え

て

く

る

─
─

。 

 

○

同

・

市

田

の

部

屋

（

夜

） 

簡

素

な

祭

壇

の

前

で

、

読

経

す

る

和

尚

。 

そ

の

後

ろ

に

市

田

と

三

橋

、

文

江

の

三

人

。 

更

に

、

そ

の

後

ろ

に

星

児

、

貴

子

、

理

沙

、

五

郎

、

加

代

子

、

他

の

弔

問

客

ら

。 

十

五

人

程

が

窮

屈

に

、

読

経

を

聞

い

て

い

る

。 

 

○

同

・

外

（

夜

） 

星

児

が

和

尚

に

Ｄ

Ｖ

Ｄ

Ｂ

Ｏ

Ｘ

を

渡

す

。

横

に

、

胡

散

臭

げ

な

顔

の

五

郎

も

い

る

。 

星

児

「

は

い

。

約

束

の

ブ

ツ

…

」 

和

尚

「（

合

掌

し

て

受

け

取

る

）

こ

れ

は

こ

れ

は

…

」 

五

郎

「

あ

ん

た

の

お

経

で

、

極

楽

往

け

ん

の

か

ね

え

」 

和

尚

「

心

配

い

ら

ん

。

生

き

て

る

う

ち

に

、

報

わ

れ 

な

か

っ

た

者

が

往

く

為

に

、

極

楽

が

あ

る

の

だ

」 

星

児

と

五

郎

、

詰

ま

る

。 

和

尚

「

で

は

、

こ

れ

で

…

」 
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和

尚

、

ス

ク

ー

タ

ー

で

帰

っ

て

い

く

。 

五

郎

「

誰

だ

っ

て

、

生

き

て

る

う

ち

に

報

わ

れ

た

い 

ス

よ

…

」 

星

児

「

…

戻

ろ

う

ぜ

」 

星

児

と

五

郎

、

中

へ

戻

っ

て

い

く

。 

 

○

同

・

川

田

家

（

夜

） 

二

部

屋

を

ぶ

ち

抜

い

て

、

精

進

落

と

し

の

部

屋

に

な

っ

て

い

る

。

寿

司

桶

、

酒

、

ビ

ー

ル

が

並

ん

で

い

る

。 

弔

問

客

ら

が

、

近

所

者

ら

し

く

打

ち

解

け

て

話

し

な

が

ら

飲

ん

で

い

る

。 

加

代

子

ら

主

婦

連

が

、

お

酌

し

て

い

る

。 

そ

れ

ら

と

は

浮

い

た

感

じ

で

三

橋

と

文

江

。 

文

江

「

箸

く

ら

い

つ

け

て

や

ら

ん

ね

…

」 

三

橋

「

フ

ン

…

な

ん

じ

ゃ

、

こ

げ

な

モ

ン

」 

三

橋

、

コ

ッ

プ

の

酒

を

一

気

に

飲

む

。 

少

し

離

れ

た

位

置

に

、

ビ

ー

ル

の

注

が

れ

た

コ

ッ

プ

を

持

っ

て

黙

り

込

ん

で

い

る

貴

子

。

涙

で

目

と

鼻

が

、

酒

で

頬

が

ほ

ん

の

り

赤

い

。 
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隣

の

理

沙

、

貴

子

の

小

皿

の

寿

司

に

箸

が

つ

い

て

い

な

い

の

を

見

て

、 

理

沙

「

…

食

べ

な

い

の

？

」 

答

え

ず

、

ビ

ー

ル

を

グ

ッ

と

飲

み

干

す

。 

理

沙

「（

少

し

意

外

で

）

…

？

」 

と

、

加

代

子

が

、

ビ

ー

ル

瓶

差

出

し

、 

加

代

子

「

も

う

、

一

杯

、

い

か

れ

ま

す

か

…

？

」 

貴

子

「

あ

…

次

、

日

本

酒

で

…

」 

理

沙

「

お

母

さ

ん

、

お

酒

好

き

だ

っ

た

の

？

」 

貴

子

「（

酒

瓶

に

手

を

伸

ば

し

）

久

し

ぶ

り

よ

…

」 

加

代

子

「

お

注

ぎ

し

ま

す

（

と

、

取

り

上

げ

）」 

貴

子

「

あ

、

す

い

ま

せ

ん

…

」 

加

代

子

「

コ

ッ

プ

、

い

い

ん

で

す

か

、

そ

れ

で

？

」 

貴

子

「

は

い

…

ど

う

も

…

」 

貴

子

、

頭

を

下

げ

、

注

い

で

も

ら

う

。 

加

代

子

「

あ

の

、

あ

な

た

、

よ

く

市

田

さ

ん

と

こ

に 

見

え

て

る

、

お

若

い

方

の

…

？

」 

貴

子

「（

頷

き

）

松

田

と

い

い

ま

す

…

」 

貴

子

、

酒

を

一

気

に

飲

み

干

す

。 

加

代

子

「

…

大

丈

夫

？

」 
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貴

子

「（

息

を

つ

き

）

悔

し

い

だ

ろ

う

な

、

奥

さ

ん

」 

加

代

子

「

悔

し

い

…

？

」 

貴

子

「

旦

那

さ

ん

の

、

晴

れ

姿

見

る

前

に

…

」 

理

沙

、

貴

子

の

顔

を

見

つ

め

る

。 

加

代

子

「

そ

う

ね

え

…

で

も

、

そ

ん

な

に

不

幸

じ

ゃ 

な

か

っ

た

ん

じ

ゃ

な

い

か

な

…

」 

貴

子

「

え

…

？

」 

加

代

子

「

だ

っ

て

、

市

田

さ

ん

の

奥

さ

ん

か

ら

、

愚 

痴

な

ん

て

一

度

も

聞

い

た

こ

と

な

か

っ

た

も

の

…

」 

貴

子

「

…

」 

加

代

子

「

奥

さ

ん

、

よ

く

言

っ

て

た

。

わ

た

し

が

、 

あ

の

人

支

え

て

る

ん

じ

ゃ

な

い

。

あ

の

人

が

、

わ

た

し

を

支

え

ら

れ

て

る

ん

だ

っ

て

」 

貴

子

「

奥

さ

ん

、

そ

ん

な

風

に

…

？

」 

貴

子

、

考

え

、

ふ

っ

と

顔

が

和

む

。 

貴

子

「

…

そ

っ

か

。

そ

う

だ

っ

た

の

か

も

し

れ

な

い 

で

す

ね

…

」 

理

沙

、

貴

子

を

見

つ

め

る

。 

突

然

、

三

橋

が

、

文

江

に

怒

鳴

る

。 

三

橋

「

し

ゃ

あ

し

い

！

 

お

前

に

な

ん

が

分

る

！ 
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佳

子

は

、

親

も

早

う

死

ん

で

、

俺

が

親

代

わ

り

ん

な

っ

て

育

て

た

、

た

っ

た

一

人

の

妹

で

え

！

」 
皆

、

三

橋

を

見

つ

め

る

。 

貴

子

「（

三

橋

を

見

つ

め

る

）

…

」 

入

り

口

の

所

で

、

星

児

と

五

郎

も

見

て

い

る

。 

星

児

、

五

郎

を

促

し

て

出

て

行

く

。 

 

○

同

・

市

田

の

部

屋

（

夜

） 

市

田

、

穏

や

か

に

遺

影

を

見

つ

め

て

い

る

。 

入

っ

て

く

る

星

児

と

五

郎

。 

星

児

「

お

義

兄

さ

ん

、

ず

い

ぶ

ん

荒

れ

て

ま

す

よ

…

」 

市

田

「

反

対

押

し

切

っ

て

、

結

婚

し

た

か

ら

ね

…

」 

五

郎

「

大

丈

夫

で

す

か

？

 

何

か

、

揉

め

そ

う

で

す 

よ

、

あ

の

調

子

じ

ゃ

…

」 

市

田

「（

笑

っ

て

）

お

前

ら

が

気

に

す

る

な

っ

て

。 

（

時

計

見

て

）

さ

て

、

お

隣

も

迷

惑

だ

ろ

う

。

そ

ろ

そ

ろ

お

開

き

に

し

よ

う

…

」 

市

田

、

立

ち

上

が

る

。 

星

児

と

五

郎

も

後

に

続

く

。 
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○

同

・

加

代

子

の

部

屋

（

夜

） 

星

児

入

っ

て

く

る

。 

星

児

「

失

礼

い

た

し

ま

す

。

え

え

、

只

今

よ

り

、

喪 

主

様

か

ら

、

ご

会

葬

者

様

へ

の

お

礼

の

ご

挨

拶

を

賜

り

た

い

と

存

じ

ま

す

…

（

と

、

場

所

を

開

け

）」 

市

田

が

出

る

。 

市

田

「

…

本

日

は

、

お

忙

し

い

所

、

わ

ざ

わ

ざ

足

を 

お

運

び

く

だ

さ

り

、

ま

こ

と

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

故

人

も

さ

ぞ

や

喜

ん

で

い

る

こ

と

と

思

い

ま

す

。

生

前

、

葬

式

は

い

ら

な

い

と

言

っ

て

お

り

ま

し

た

が

、

故

人

を

親

し

く

思

っ

て

下

さ

る

方

々

が

、

そ

れ

で

は

あ

ま

り

に

も

寂

し

い

と

い

う

こ

と

で

、

様

々

、

ご

尽

力

下

さ

り

、

こ

の

よ

う

な

形

で

、

甚

だ

簡

単

で

は

ご

ざ

い

ま

す

が

、

通

夜

葬

を

営

む

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

故

人

に

代

わ

っ

て

、

皆

様

に

心

よ

り

、

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

本

当

に

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

…

」 

三

橋

、

い

き

な

り

立

ち

上

が

る

と

、 

三

橋

「

何

が

感

謝

じ

ゃ

。

こ

ん

な

ち

っ

ぽ

け

な

葬

式 

し

か

出

し

て

や

れ

ん

で

よ

！

」 
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文

江

「（

慌

て

て

）

あ

、

あ

ん

た

…

！

」 

市

田

「

…

」 

三

橋

「

わ

し

が

言

っ

た

通

り

じ

ゃ

。

お

前

な

ん

か

と 

一

緒

ん

な

っ

た

ら

、

苦

労

さ

せ

ら

れ

る

ば

っ

か

じ

ゃ

ち

よ

。

も

っ

と

マ

ト

モ

な

男

と

一

緒

ん

な

り

ゃ

、

何

不

自

由

な

い

人

生

送

れ

た

も

ん

を

、

あ

ん

バ

カ

は

！

 

佳

子

は

、

お

前

に

、

人

生

食

い

潰

さ

れ

た

っ

と

じ

ゃ

！

 

佳

子

を

返

せ

！

」 

三

橋

、

市

田

に

掴

み

か

か

る

。 

間

に

入

る

ご

星

児

。 

星

児

「

あ

、

ち

ょ

っ

と

、

待

っ

た

…

！

」 

星

児

、

ぶ

っ

飛

ば

さ

れ

て

膳

が

散

ら

か

る

。 

五

郎

「

星

児

さ

ん

！

（

慌

て

て

起

こ

し

に

行

く

）」 

市

田

「（

も

、

動

く

）

星

ち

ゃ

ん

！

」 

が

、

転

ば

さ

れ

、

三

橋

に

締

め

上

げ

ら

れ

る

。 

三

橋

「

返

せ

！

 

返

さ

ん

か

、

コ

ラ

！

」 

貴

子

、

グ

ウ

っ

と

酒

を

飲

み

干

す

と

、

フ

ラ

リ

と

立

ち

上

が

る

。 

理

沙

「（

え

っ

）

！

」 

貴

子

「

市

田

さ

ん

の

奥

さ

ん

は

、

好

き

な

人

信

じ

て

、 
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命

賭

け

て

生

き

切

っ

た

ん

で

す

よ

オ

！

」 

皆

、

驚

い

て

、

貴

子

を

振

り

返

る

。 

星

児

「

た

、

貴

子

…

？

」 

貴

子

「

奥

さ

ん

は

、

市

田

さ

ん

と

の

暮

ら

し

を

、

二 

人

で

過

ご

し

た

人

生

を

、

全

部

、

全

部

、

全

部

、

全

部

受

け

入

れ

て

た

ん

だ

と

思

い

ま

す

け

ど

！

」 

三

橋

「

何

じ

ゃ

、

あ

ん

た

は

…

！

」 

星

児

「（

貴

子

を

見

つ

め

）

…

」 

貴

子

「

そ

れ

の

一

体

何

処

が

不

幸

な

ん

で

す

か

！ 
 

何

不

自

由

な

い

生

活

し

な

き

ゃ

、

人

間

不

幸

な

ん

で

す

か

！

 

そ

ん

な

考

え

方

し

か

で

き

な

い

人

の

方

が

、

よ

っ

ぽ

ど

不

幸

じ

ゃ

な

い

で

す

か

！

」 

理

沙

「（

貴

子

を

見

つ

め

）

…

」 

場

は

、

静

ま

り

帰

っ

て

い

る

。 

目

が

据

わ

っ

て

、

し

ゃ

っ

く

り

を

す

る

貴

子

。 

星

児

、

貴

子

の

腕

を

掴

み

、 

星

児

「

…

貴

子

。

お

前

、

日

本

酒

飲

ん

だ

の

か

？

」 

貴

子

、

急

に

我

に

返

り

、

バ

ッ

グ

を

持

ち

、 

貴

子

「

す

い

ま

せ

ん

、

わ

た

し

…

失

礼

し

ま

す

！

」 

貴

子

、

そ

そ

く

さ

と

出

て

行

く

。 
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星

児

「

貴

子

…

！

」 

理

沙

も

慌

て

て

、

後

を

追

っ

て

出

て

行

く

。 

星

児

「（

市

田

に

）

す

い

ま

せ

ん

…

」 

市

田

、

微

笑

み

、

顔

を

横

に

振

り

、 

市

田

「

今

日

は

も

う

い

い

よ

。

一

緒

に

帰

り

な

」 

星

児

「

で

も

、

後

片

付

け

と

か

…

」 

市

田

「

み

ん

な

い

る

か

ら

」 

五

郎

も

頷

く

。 

星

児

「

す

い

ま

せ

ん

。

（

三

橋

に

も

）

す

い

ま

せ

ん

」 

星

児

、

駆

け

出

し

て

い

く

。 

皆

、

呆

然

と

し

て

い

る

。 

三

橋

は

、

歯

噛

み

し

て

立

ち

尽

く

し

て

い

る

。 

文

江

「

あ

た

し

も

、

今

の

人

の

言

う

通

り

じ

ゃ

ち

思 

う

よ

？

 

た

っ

た

一

人

の

兄

さ

ん

が

、

そ

う

思

う

て

あ

げ

に

ゃ

、

そ

れ

こ

そ

佳

子

ち

ゃ

ん

、

可

哀

想

じ

ゃ

思

わ

ん

の

？

」 

三

橋

の

口

か

ら

嗚

咽

が

漏

れ

る

。 

市

田

、

た

だ

三

橋

に

頭

を

下

げ

る

。 

 

○

同

・

外

（

夜

） 
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し

ゃ

っ

く

り

し

な

が

ら

来

る

貴

子

と

理

沙

。 
追

い

か

け

て

く

る

星

児

、

並

ん

で

歩

く

。 

貴

子

「

…

や

ば

い

、

や

っ

ち

ゃ

っ

た

、

わ

た

し

…

」 

星

児

「

…

」 

星

児

、

貴

子

の

肩

に

腕

を

回

す

。 

二

人

、

肩

寄

せ

合

っ

て

歩

い

て

い

く

。 

理

沙

、

立

ち

止

ま

り

、

二

人

を

見

つ

め

る

。 

星

児

、

止

ま

っ

て

、

振

り

返

る

。 

星

児

「

ど

う

し

た

…

？

」 

理

沙

、

俯

い

て

歩

き

出

し

、

星

児

と

貴

子

を

す

り

抜

け

て

、

一

人

、

歩

い

て

い

く

。 

そ

の

背

を

見

つ

め

る

星

児

。 

 

○

松

田

商

店

・

外

観

（

夜

） 

部

屋

の

明

か

り

が

つ

い

て

い

る

。 

 

○

同

・

風

呂

場

（

夜

） 

湯

船

の

星

児

、

何

か

を

決

め

る

顔

に

な

る

。 

 

○

同

・

夫

婦

の

部

屋

（

夜

） 
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着

替

え

た

貴

子

が

喪

服

を

仕

舞

っ

て

い

る

。 

襖

が

、

開

い

て

、

理

沙

が

立

つ

。 

貴

子

「（

振

り

返

り

）

…

？

」 

理

沙

「

お

母

さ

ん

…

」 

貴

子

「

…

何

？

」 

理

沙

、

入

っ

て

き

て

俯

い

て

い

る

。 

貴

子

「

…

ど

う

し

た

の

？

」 

理

沙

「

…

」 

貴

子

「

…

？

」 

理

沙

「

あ

ん

な

お

母

さ

ん

、

初

め

て

見

た

…

」 

貴

子

「

…

ご

め

ん

ね

、

恥

ず

か

し

か

っ

た

ね

。

も

う

、 

あ

あ

い

う

こ

と

、

し

な

い

か

ら

…

」 

理

沙

「

で

も

、

お

母

さ

ん

の

気

持

ち

は

少

し

だ

け

…

」 

貴

子

「

え

…

？

」 

理

沙

、

俯

い

て

い

る 

見

つ

め

る

貴

子

。 

星

児

の

声

「（

階

下

か

ら

）

風

呂

上

が

っ

た

ぞ

！

 

次

、 

ど

っ

ち

入

る

ん

だ

？

」 

貴

子

「

理

沙

、

入

る

？

」 

理

沙

、

ち

ょ

こ

ん

と

頷

き

、

出

て

行

く

。 
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貴

子

、

フ

ト

、

笑

顔

に

な

る

。 

 

○

同

・

居

間

（

夜

） 

風

呂

上

り

の

星

児

、

開

け

た

戸

袋

の

下

で

、

古

い

ガ

チ

袋

を

手

に

し

て

見

て

い

る

。 

階

段

を

下

り

て

く

る

理

沙

、

星

児

と

、

手

に

し

た

ガ

チ

袋

を

見

る

。 

星

児

「

あ

、

理

沙

、

こ

れ

な

…

」 

理

沙

、

顔

を

背

け

、

風

呂

場

へ

行

く

。 

星

児

「

…

」 

た

め

息

を

つ

き

、

仏

壇

の

前

に

座

る

と

、 

星

児

「

祖

母

ち

ゃ

ん

死

ん

で

、

こ

の

店

継

い

で

三

年 

…

祖

母

ち

ゃ

ん

よ

、

悪

い

け

ど

よ

…

」 

写

真

の

中

の

祖

母

の

笑

顔

。 

 

○

同

・

脱

衣

所

（

夜

） 

服

を

脱

ぎ

か

け

る

理

沙

、 

理

沙

「（

何

か

ひ

っ

か

か

り

）

─
─

」 

振

り

返

る

。 
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○

同

・

夫

婦

の

部

屋

（

夜

） 

貴

子

に

耳

掃

除

し

て

も

ら

っ

て

い

る

星

児

。 

星

児

「（

小

さ

く

）

イ

テ

…

」 

貴

子

「

動

か

な

い

で

。

い

る

の

よ

、

大

っ

き

い

の

…

」 

星

児

「

…

例

の

、

ブ

ラ

ス

バ

ン

ド

の

こ

と

な

」 

貴

子

「

…

何

？

」 

星

児

「

や

ら

せ

て

や

ろ

う

と

思

う

ん

だ

」 

貴

子

「

や

ら

せ

る

っ

て

、

お

金

は

？

」 

星

児

「

大

道

具

、

ま

た

、

戻

る

わ

…

」 

貴

子

「

役

者

の

仕

事

、

辞

め

る

っ

て

こ

と

？

」 

星

児

「

…

い

や

、

辞

め

や

し

な

い

。

確

か

に

、

今

ま 

で

み

た

い

に

、

何

で

も

引

き

受

け

る

っ

て

わ

け

に

は

行

か

な

い

け

ど

さ

…

」 

貴

子

「

で

も

、

じ

ゃ

あ

、

お

店

は

…

？

」 

星

児

「

仕

方

な

い

け

ど

、

し

ば

ら

く

閉

め

る

よ

。

さ 

っ

き

、

祖

母

ち

ゃ

ん

に

頼

ん

だ

…

」 

貴

子

「

悲

し

む

ん

じ

ゃ

な

い

、

お

祖

母

ち

ゃ

ん

…

」 

星

児

「

い

や

、

何

で

、

も

っ

と

早

く

気

づ

か

な

か

っ 

た

っ

て

叱

ら

れ

た

…

」 

貴

子

「

え

…

？

」 
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星

児

「

今

ま

で

、

店

を

理

由

に

、

楽

し

て

き

た

ろ

っ 
て

。

貴

子

に

甘

え

て

た

ろ

っ

て

。

貴

子

だ

け

じ

ゃ

な

い

。

理

沙

に

も

…

」 

貴

子

「

…

」 

星

児

「

夢

は

捨

て

な

い

。

け

ど

、

だ

っ

た

ら

、

親

の 

責

任

も

果

た

さ

な

き

ゃ

な

。

ど

っ

ち

も

や

ら

な

き

ゃ

っ

て

、

そ

う

叱

ら

れ

た

…

」 

貴

子

、

フ

ッ

と

微

笑

み

、 

貴

子

「

取

れ

た

。

見

て

、

こ

れ

。

こ

ん

な

の

！

」 

貴

子

、

耳

か

き

を

見

せ

、

星

児

も

驚

く

。 

 

○

同

・

部

屋

の

外

（

夜

） 

脱

ぎ

か

け

の

理

沙

、

立

ち

聞

き

し

て

い

て

、 

理

沙

「（

少

し

ジ

ン

と

来

て

し

ま

う

）

─
─

」 

そ

っ

と

、

階

段

を

下

り

て

い

く

。 

 

○

火

葬

場

の

煙

突 

煙

が

空

へ

吸

い

込

ま

れ

て

い

く

。 

 

○

道 
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白

木

の

箱

を

抱

え

て

歩

い

て

く

る

喪

服

の

市

田

、

星

児

、

五

郎

。 

市

田

「

貴

子

ち

ゃ

ん

に

、

礼

、

言

っ

と

い

て

く

れ

な

」 

星

児

「

え

？

 
だ

っ

て

、

昨

日

は

…

」 

市

田

「

あ

の

後

、

義

兄

さ

ん

、

一

晩

中

、

一

緒

に

酒 

飲

ん

で

く

れ

て

な

。

何

に

も

し

ゃ

べ

ん

な

か

っ

た

け

ど

、

酒

注

い

で

く

れ

た

…

初

め

て

だ

っ

た

…

」 

星

児

「

そ

う

で

す

か

…

」 

市

田

「

お

前

ら

の

お

か

げ

で

、

い

い

葬

式

で

き

た

。 

あ

り

が

と

う

よ

…

」 

星

児

、

五

郎

、

市

田

、

歩

い

て

い

く

。 

 

○

都

営

ア

パ

ー

ト

・

市

田

家 

遺

影

を

見

つ

め

る

市

田

、

星

児

、

五

郎

。 

五

郎

「

気

持

ち

分

る

け

ど

、

何

も

辞

め

る

こ

と

…

」 

市

田

「

い

や

、

俺

の

夢

は

、

こ

い

つ

と

二

人

で

見

て 

き

た

夢

だ

か

ら

…

」 

星

児

と

五

郎

、

市

田

を

見

つ

め

る

。 

市

田

「

一

昨

日

の

晩

、

こ

こ

で

、

あ

い

つ

と

二

人

っ 

き

り

で

話

し

た

の

さ

。

そ

し

た

ら

、

あ

い

つ

が

、 
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言

っ

て

く

れ

た

の

よ

。

も

う

、

い

い

よ

っ

て

。

あ

な

た

は

、

も

う

充

分

戦

っ

た

。

そ

れ

を

わ

た

し

は

、

ず

っ

と

観

て

き

た

か

ら

ね

っ

て

…

」 

星

児

「

…

」 

市

田

「

そ

れ

聞

い

て

ね

、

何

か

俺

、

ス

ウ

ッ

と

憑

き 

物

が

取

れ

た

み

て

え

に

さ

、

楽

ん

な

っ

た

よ

ね

…

」 

星

児

と

五

郎

、

何

も

言

え

な

い

。 

市

田

「

い

い

潮

時

を

く

れ

た

ん

だ

、

佳

子

が

…

」 

 

○

道 

歩

い

て

く

る

星

児

と

五

郎

。 

五

郎

、

ふ

と

立

ち

止

ま

る

。 

星

児

「（

振

り

向

き

）

ど

う

し

た

…

？

」 

五

郎

「

…

恐

い

っ

ス

」 

星

児

「

…

？

」 

五

郎

「

貴

子

さ

ん

は

、

昨

夜

、

あ

あ

言

っ

た

け

ど

、 

俺

は

、

あ

ん

な

風

に

肯

定

で

き

な

い

ス

…

」 

星

児

「

五

郎

…

」 

五

郎

「

星

児

さ

ん

は

、

平

気

で

す

か

？

 

貴

子

さ

ん 

や

、

理

沙

ち

ゃ

ん

、

ず

っ

と

苦

労

か

け

ん

ス

か

？

」 
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星

児

「

…

」 

五

郎

「

市

田

さ

ん

の

人

生

て

何

な

ん

ス

か

ね

？

 

俺 

達

も

、

い

つ

か

、

あ

あ

な

る

ん

じ

ゃ

な

い

ス

か

？

」 

星

児

「

だ

っ

た

ら

、

何

だ

よ

？

」 

五

郎

「

え

…

？

」 

星

児

「

市

田

さ

ん

は

、

後

悔

し

て

ね

え

だ

ろ

。

あ

の 

人

な

り

に

、

や

れ

る

こ

と

や

っ

た

ん

だ

。

だ

か

ら

、

あ

あ

し

て

諦

め

る

こ

と

も

で

き

ん

だ

」 

五

郎

「

…

」 

星

児

「

こ

の

世

で

報

わ

れ

よ

う

と

報

わ

れ

ま

い

と

よ

、 

何

か

一

つ

、

や

り

切

っ

た

こ

と

の

ね

え

奴

が

、

本

当

の

負

け

犬

な

ん

じ

ゃ

ね

え

の

か

？

」 

星

児

と

五

郎

、

見

合

う

。 

星

児

「

そ

ら

、

普

通

は

み

ん

な

、

市

田

さ

ん

み

た

い 

な

人

笑

う

だ

ろ

う

け

ど

、

俺

は

笑

わ

ね

え

よ

」 

星

児

、

五

郎

を

振

り

切

り

、

歩

き

去

る

。 

五

郎

「

星

児

さ

ん

…

」 

五

郎

、

星

児

の

背

中

を

見

つ

め

る

。 

 

○

夕

焼

け

だ

ん

だ

ん 
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星

児

来

て

、

喪

服

の

ネ

ク

タ

イ

を

解

く

。 

近

所

の

人

が

置

い

て

い

っ

た

エ

サ

に

野

良

猫

達

が

集

ま

っ

て

い

る

。 

猫

達

を

見

つ

め

る

星

児

。 

白

猫

が

、

今

日

も

、

他

の

猫

達

の

下

を

く

ぐ

ろ

う

と

す

る

が

、

弾

か

れ

る

。 

星

児

「

今

日

は

、

助

け

て

も

ら

え

ね

え

ぞ

…

」 

そ

れ

で

も

、

割

り

込

も

う

と

す

る

白

猫

。 

星

児

「（

じ

っ

と

見

て

い

る

）

…

」 

つ

い

に

、

他

の

猫

を

押

し

出

す

。 

星

児

「

…

！

」 

夢

中

で

エ

サ

に

食

い

つ

く

白

猫

。 

星

児

「

お

前

も

、

や

れ

ば

で

き

ん

じ

ゃ

ん

よ

！

」 

貴

子

の

声

「

星

ち

ゃ

ん

！

」 

振

り

返

る

と

、

貴

子

が

駆

け

て

来

る

。 

貴

子

「

大

変

！

 

今

、

先

生

か

ら

、

電

話

来

て

…

」 

星

児

「

理

沙

に

、

何

か

あ

っ

た

の

た

？

」 

貴

子

「

男

の

子

と

ケ

ン

カ

し

て

、

階

段

か

ら

落

ち

た 

っ

て

」 

星

児

「

え

え

！

」 
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○

小

学

校

・

外

観 

駆

け

込

ん

で

い

く

星

児

と

貴

子

。 

 

○

同

・

職

員

室 

担

任

教

師

と

理

沙

、

星

児

、

貴

子

。

理

沙

の

顔

に

は

、

ひ

っ

か

き

傷

。 

担

任

「

ま

あ

、

頭

に

タ

ン

コ

ブ

で

き

た

く

ら

い

で

済 

ん

だ

ん

で

、

良

か

っ

た

で

す

け

ど

…

」 

貴

子

「

一

体

、

ど

う

し

て

ケ

ン

カ

な

ん

か

し

た

の

？

」 

理

沙

、

俯

い

て

答

え

な

い

。 

担

任

「

相

手

の

子

が

言

う

に

は

、

松

田

が

、

い

き

な 

り

体

を

小

突

い

た

っ

て

言

う

ん

で

す

け

ど

、

松

田

は

、

何

も

言

っ

て

く

れ

な

く

て

…

」 

貴

子

「

ど

う

し

て

言

わ

な

い

の

？

 

本

当

に

、

あ

な 

た

が

先

に

手

出

し

た

の

？

」 

理

沙

、

唇

を

歪

め

る

。 

星

児

「

…

何

か

、

あ

っ

た

ん

だ

ろ

？

」 

理

沙

、

ぼ

そ

り

と

何

か

言

う

。 

貴

子

「

は

っ

き

り

言

い

な

さ

い

」 

理

沙

「（

息

を

吸

い

、

吐

き

出

す

よ

う

に

）

お

父

さ

ん 
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の

こ

と

、

バ

カ

に

し

た

か

ら

だ

よ

！

」 

星

児

と

貴

子

、

虚

を

突

か

れ

る

。 

理

沙

「

あ

い

つ

が

、

お

父

さ

ん

の

こ

と

、

パ

ン

チ

ラ 

役

者

っ

て

言

っ

た

ん

だ

よ

！

」 

貴

子

「

パ

ン

チ

ラ

役

者

？

」 

理

沙

「

一

瞬

し

か

見

え

な

い

か

ら

」 

星

児

「

上

手

い

こ

と

言

う

な

あ

…

」 

理

沙

「

感

心

し

な

い

で

よ

！

 
お

父

さ

ん

バ

カ

に

さ 

れ

た

ん

だ

よ

！

 

黙

っ

て

ら

ん

な

い

よ

！

」 

星

児

と

貴

子

、

胸

を

打

た

れ

る

。 

担

任

「

松

田

、

そ

れ

で

喧

嘩

に

な

っ

た

の

か

？

」 

理

沙

、

頷

く

と

、

一

気

に

涙

が

溢

れ

出

す

。 

星

児

「

…

そ

う

か

…

そ

う

か

…

」 

星

児

、

理

沙

の

頭

を

抱

き

し

め

る

。 

 

○

夕

焼

け

だ

ん

だ

ん

（

夕

） 

歩

い

て

く

る

星

児

、

貴

子

、

理

沙

。 

星

児

「

あ

り

が

と

う

な

…

」 

理

沙

「

…

？

」 

星

児

「

で

も

、

も

う

、

あ

ん

な

こ

と

で

喧

嘩

す

る

な

。 
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言

い

た

い

奴

に

は

、

言

わ

せ

と

け

」 

貴

子

「（

星

児

を

見

つ

め

）

…

」 
理

沙

、

小

さ

く

頷

く

。 

星

児

「

父

さ

ん

、

役

者

の

仕

事

、

好

き

な

ん

だ

。

パ 

ン

チ

ラ

く

ら

い

し

か

映

ん

な

く

て

も

な

…

」 

理

沙

「

…

」 

星

児

「

だ

か

ら

、

悪

い

け

ど

、

諦

め

ね

え

…

」 

貴

子

「

…

」 

星

児

「

で

も

、

そ

の

代

わ

り

、

理

沙

の

こ

と

も

、

ち 

ゃ

ん

と

す

る

」 

理

沙

「

…

」 

星

児

「

ブ

ラ

ス

バ

ン

ド

、

や

っ

て

み

た

い

な

ら

や

り 

な

さ

い

」 

理

沙

「

…

」 

星

児

「

他

に

も

、

や

り

た

い

こ

と

で

き

た

ら

、

ち

ゃ 

ん

と

言

い

な

さ

い

」 

理

沙

「

お

父

さ

ん

…

」 

星

児

「

で

き

る

だ

け

、

応

え

ら

れ

る

よ

う

に

す

る

」 

理

沙

、

そ

っ

と

星

児

の

手

を

取

る

。 

貴

子

も

、

理

沙

の

も

う

一

方

の

手

を

掴

み

、

星 
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児

を

笑

み

で

見

つ

め

る

。 

星

児

「（

も

、

笑

み

返

し

）

…

」 

貴

子

「

…

行

こ

っ

か

」 

階

段

を

下

り

始

め

る

親

子

。 

理

沙

「（

空

見

上

げ

）

あ

、

今

日

、

三

日

月

だ

」 

空

に

白

い

三

日

月

。 

星

児

「

…

あ

、

冬

瓜

思

い

出

し

た

」 

貴

子

「

あ

、

あ

れ

、

早

く

使

わ

な

い

と

」 

星

児

「

よ

し

、

今

夜

こ

そ

作

る

か

。

冬

瓜

ス

ー

プ

」 

理

沙

「

う

ん

！

」 

笑

顔

で

階

段

を

下

り

て

行

く

親

子

三

人

。 

夕

陽

が

、

谷

中

を

染

め

て

い

る

。 

    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

終

わ

り

） 


